
  

新生児グループ 

 

所属メンバー 

・長  和俊 （准教授・診療教授、昭和 60 年卒） 

・秋元 琢真 （大学院４年、平成 15 年卒） 

・兼次 洋介 （大学院３年、平成 16 年卒） 

・森岡 圭太 （大学院２年、平成 17 年卒） 

・早坂  格 （大学院１年、平成 18 年卒） 

 

外来患者数（2013 年 4 月～2014 年 3 月） 

 小児科新生児外来  734 人/年 

 産科外来（1ヶ月健診）  321 人/年 

 

体重区分別新生児数（2013 年 1 月～12 月）院内出生分 

体重区分 新生児数 死亡数 

〜1,000g 12 3 

1,000〜1,500g 16 0 

1,500〜2,000g 31 4 

2,000〜2,500g 71 5 

2,500〜4,000g 260 0 

4,000g〜 3 0 

計 393 12 

院外出生 NICU 入院児数 9 例 

多胎症例数 

 双胎  49 組 95 例 

  品胎  1 組   3 例 

 

研究内容 

・新生児慢性肺疾患の病態解析 

・臍帯血および羊水中 BNP 濃度による双胎間輸血症候群の重症度評価 

・先天性肺胞蛋白症の病因解析 

・遺伝性間質性肺疾患の診断・治療法開発 

・胎児期における内分泌攪乱物質が性分化および性腺機能に及ぼす影響の研究 

・新生児の睡眠・身体発達を促進する光環境の開発 

 

 



 

【著書】 

1. 長 和俊: 病気がみえる 10「産科」（第 3版）「新生児」（監修）メディックメディア（東京）: 
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る骨盤内 MRI T1 強調画像の有用性についての検討. 北海道産科婦人科学会会誌 57:  79-85, 

2013/3 
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を示した Stevens-Johnson 症候群の 1例. 小児科臨床 67: 75-79, 2014/1 
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【学会発表】 

1. 長 和俊: Optimization of Surfactant Replacement Therapy. The 4th Education Seminar 

of Korean Society of Neonatology, Yeosu, Korea , 2013/8/29-30  

2. 秋元琢真：Diagnostic support including genetic testing for hereditary interstitial lung 

disease in Japan. Hot topics in Neonatology 2013, Washington DC, USA, 2013/12/8-11 

3. 長 和俊: 新生児管理の要点（専攻医教育プログラム）. 第 65 回日本産科婦人科学、札幌市、

2013/5/9 

4. 早坂 格: 交換輸血を施行した一過性骨髄異常増殖症の 5 例. 第 26 回北海道新生児談話会、

札幌市、2013/9/15 

5. 長 和俊: サーファクタント補充療法の最適化. 北海道小児オータムセミナー、札幌市、

2013/9/14 

6. 長 和俊: NICUにおける輸血療法. 第37回日本血液事業学会総会、札幌市、2013/10/21 

7. 長 和俊: サーファクタント補充療法ガイドライン策定の進捗状況．第 26 回新生児慢性肺疾

患研究会、東京都、2013/10/27 

8. 森岡圭太: 若年性骨髄性単球性白血病を発症した外性器異常を伴う X 連鎖性滑脳症の 1 例. 

第 58 回日本未熟児新生児学会、金沢市、2013/11/30-12/1 

9. 長 和俊: 胎児鏡下レーザー手術後に出生し脳形成障害を認めた双胎の 1児例. 第 58 回日本

未熟児新生児学会、金沢市、2013/11/30-12/1 



10.秋元琢真: 「先天性間質性肺疾患」の診断支援. 第 58 回日本未熟児新生児学会、金沢市、

2013/11/30-12/1 

 

【講習会】 

1. 長 和俊: 新生児蘇生法インストラクター養成コース講習会．2013 年 6 月 1日（札幌, 北海

道大学大学院保健科学研究院） 

2. 長 和俊: 新生児蘇生法インストラクター養成コース講習会．2013 年 10 月 14 日（旭川,旭川

医科大学看護学部） 

3. 長 和俊: 新生児蘇生法フォローアップ・コース講習会 2013 年 10 月 12 日（札幌,北海道大

学大学院保健科学研究院） 

4. 長 和俊: WIND 第 3 回新生児蘇生法「専門」コース講習会．2013 年 4 月 27 日（札幌,北海道

大学大学院保健科学研究院） 

5. 長 和俊、森岡圭太: 天使大学助産研究科第 1回新生児蘇生法「専門」コース講習会 2013 年

8 月 25 日（札幌，天使大学） 

6. 長 和俊: 北海道助産師会第 5回新生児蘇生法「専門」コース講習会 2013 年 9 月 25 日（札

幌,北海道大学大学院保健科学研究院） 

7. 長 和俊、森岡圭太、早坂 格: WIND 第 4 回新生児蘇生法「専門」コース講習会 2013 年 11

月 17 日（札幌,北海道大学大学病院スキルスラボ室） 

8. 長 和俊: 北海道大学病院周産母子センター第 5回新生児蘇生法「一次」コース講習会．2013

年 10 月 20 日（札幌,北海道大学病院スキルスラボ室） 

9. 長 和俊: 北海道大学病院周産母子センター第 6回新生児蘇生法「一次」コース講習会．2013

年 11 月 2 日（札幌,北海道大学病院スキルスラボ室） 

10.長 和俊: グラフィックモニターの見方 第 17 回未熟児新生児学会教育セミナー 2013 年 8 

月 22〜24 日（福島，グランドサンピア猪苗代リゾートホテル） 

11.長 和俊、森岡圭太: 北海道小児科セミナー2013（新生児蘇生法講習） 2013 年 6 月 6 日〜7

日（ルスツリゾートホテル） 

12.長 和俊: 子供にもある肺胞蛋白症（第 5回肺胞蛋白症勉強会）2013 年 7 月 7日（大阪，毎

日インテシオ） 

13.長 和俊: 新生児蘇生法講習（WIND サマーセミナー）2013 年 6 月 30 日（札幌，ガトーキン

グダム札幌） 

 

【社会貢献】 

1. 長 和俊: JICA（フランス語圏）新生児医療講習会（北海道大学保健科学研究院）2013 年 9

月 10 日 



【学会活動】 

周産期・新生児医学会 

 評議員，周産期シンポジウム運営委員（長） 

日本未熟児新生児学会 

 理事(長） 

日本産婦人科・新生児血液学会 

 理事（長） 

日本新生児医療連絡会 

 役員（長） 

日本臨床モニター学会 

 評議員（長） 

日本肺サーファクタント・界面医学会 

 理事（長） 

日本小児保健学会 

 評議員（長） 

 

 


